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抄　　録

　近年の少子高齢化の影響により，献血者は減少する一方今後ますます血液

の需要は高まってくるが，安定的な血液供給のためには，初回ドナーの確保

と若年層の複数回献血が必要だと考える。初回ドナーが来所しやすい環境作

りに励み，さらに新鮮な初回ドナーの感想を聞く事で日々の接遇面の改善を

図り，複数回献血への手掛かりを探るため，有楽町献血ルームにて初回ドナ

ー専用アンケートを行った。その結果，９割以上がルームでのおもてなしに

満足感を得，次回献血の意志がある事がわかった。

　そこで，献血者を複数回献血へ導くために，東京都内では複数回献血クラ

ブ（都内での呼称は「携帯メールクラブ」）の登録推進を図っており，複数回献

血クラブ登録により，初回ドナーの再来率は確実に向上している事が確認で

きた。安定確保に向け，今後は全国規模で更なる登録推進が必要になってく

る。
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はじめに

平成21年，全国で約529万人の方々から献血に

ご協力頂いたが，この少子高齢化社会の中で安全

な血液を安定的に供給するためには，とくに「初

回ドナーの確保」と「若年層の複数回献血」が重要

と思料する。そこで，初回ドナーの意識調査とし

て，また新鮮な初回ドナーの意見を聞く事での

日々の接遇面の改善や，次回献血への誘導を目的

として，初回ドナーのみを対象にアンケートを行

った。

このアンケート調査は，有楽町献血ルーム（以

下：有楽町ルーム）単独で行ったものである。ち

なみに，有楽町ルームは，東京の中心地とも言え

るJR有楽町駅前，東京交通会館６階に位置して
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おり，平成３年12月に開設，平成17年および19年

に増床を行った（現在採血ベッド22床）。さらに献

血者増加に伴い，平成22年10月５日に，狭隘であ

った接遇スペースを1.7倍の280m2へ，採血室を

340m2へ拡張し，より良いおもてなしを行うた

め，職員・ドナー共に過ごしやすい環境作りを目

指しリニューアルを図った。

また，平成21年度の献血数に関して言えば，

67,736名に献血に協力して頂いており，これは，

東京都内（固定施設＋移動採血の合計）の10.9％に

あたる。また，献血数自体が多いため，初回・新

規ドナー数は１日平均で約10名と多い。このよう

な規模の施設でアンケートを行い，さらに複数回

献血クラブの登録を推進し，その有効性や即効性

のわかる興味深い結果が得られたため，ここに報

告する。

方　　法

アンケートについて

対　　象：�初回ドナー（定義：既献血回数０回の

ドナー／標準作業手順書 社内統一版

による）

期　　間：平成21年10月１日〜22年７月31日

場　　所：有楽町ルーム

初回ドナー総数：2,515名（期間内全ドナーの4.7％）

集計枚数：2,095枚

集 計 率：83.3％

アンケート配布の方法としては，初回ドナーへ

のカード返却時にアンケートも直接渡し，記入を

お願いする。

質問事項は，

ａ．性別・年齢・献血種別

ｂ．献血のきっかけ

ｃ．�職員の対応・ルームの居心地（共に『良い・普

通・悪い』の３択）

ｄ．�次回また献血をしたいか（『はい・いいえ』の

２択）

ｅ．自由記入欄である。

結　　果

（1）アンケート集計結果（図１）

ａ．性別・年齢・献血種別

初回ドナーで最も多い世代は，全体の41.4％を

占める20代であり，30代以下で約８割を占めてい

る事がわかった。また，初回献血では，89.0％が

200・400mLの全血献血となっている。これは，

初回ドナーのVVR発生率を考慮して，初回ドナー

に関しては，検査の段階で採血時間の短い全血献

血を推奨しているからである

ｂ．献血のきっかけ

「看板・街頭の呼びかけ・友達の誘い・報道等・

その他」の選択肢の中で，人通りの多い有楽町で

は駅前での広報が功を奏しているが，初回ドナー

に関しては，「家族に誘われて」，「以前から興味

があったから」等も多く，さまざまなきっかけに

より来所されている。

ｃ．職員の対応・ルームの雰囲気

「良い・普通・悪い」の３択で，職員の対応・ル

ームの雰囲気ともに，９割以上の方から「良い」と

回答あった。このおもてなしの点に関しては，自

由記入欄にも関連しており，「笑顔」・「親切」・「丁

寧」というキーワードは多々見られた。

ｄ．次回また献血をしたいか

最後に，最も興味深い回答が得られた。「次回

また献血をしたいか」という質問に関しては，

99.1％とほぼ全員の初回ドナーから「はい」という

回答を得た。献血は，どうしても痛みを伴ってし

まうボランティアであるが，ドナー自身で充実

感・達成感を得，その他の環境面や接遇面でマイ

ナス部分を補っているのだろう。このようなボラ

ンティア精神を抱いている方々をいかに次回献血

へ繋ぐかが，キーポイントとなってくる。

以上のアンケート結果から，初回ドナーの約９

割が全血ドナーで次回献血まで相当の期間があ

り，定期的な依頼をするために，また，ほぼ全員

が次回献血への意志があるという事から，また献

血したくなるきっかけ作りをするために，複数回
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献血クラブへの誘導が効果的であると考えた。

（2）複数回献血クラブへの誘導

平成22年２月以降，有楽町ルームでは複数回献

血クラブ登録の推進を開始した。こちらは全ドナ

ーに関する複数回献血クラブの月別新規登録者数

を示したグラフである（図２）。

東京都の登録者数は，全ルームで登録推進を開

始した平成22年４月以降から大幅に増加し，つい

に８月には月間4,000名を突破した。

○登録者数増加の理由

一番の要因は，サイトスタンパーの威力が大き

いように思われる。サイトスタンパーとは，小型

の複数回献血クラブ登録用誘導ツールで，携帯電

話をかざせば簡単に登録できるようになっている

（写真１）。また，登録時，ある程度のボリューム

の電子音が鳴るため，周りのドナーへのパフォー

マンスにも繋がり，同調行動効果でその付近のド

ナー複数名に登録して頂きやすい傾向にある。有

楽町ルームでは，平成22年３月に１台，11月より

３台を接遇スペースに常設し，サイトスタンパー

と複数回献血クラブ関連のチラシ・ポスターをセ

ットで掲示しておく事で，職員が忙しい時間帯で

もドナー自ら興味を持って登録して頂いており，

着実に登録者数を増やしてきた。 

また，東京都内では，平成22年度までの複数回

献血クラブ登録目標数を７万人，23年度までを10

図１　初回ドナー用アンケート集計結果
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万人と設定しており，今年度，都内全13ルームの

日々目標の合計数は，400mL採血計画の８％であ

る50名と，各ルームで細かな目標値を設定してい

る事も，現在の登録者数に繋がっている。ちなみ

に，有楽町ルームでは，日々目標数を７名（平成

22年11月に15名に変更）としており，それを実現

している。

○有楽町ルーム特有の推進方法

有楽町ルームの新規登録者数は，平均して都内

全新規登録者数の15％前後を占めており，平成22

年11月には，月間618名の登録を実現した。この

ように多くの登録者数を確保している有楽町ルー

ムでは，以下のように推進している。

まず，ポイント制や仮登録による記念品贈呈，

健康管理に役立つ携帯電話での検査結果確認など

ドナー側のメリットを伝える。さらに，迅速・安

定的な血液の供給のため，登録者に依頼をかける

事で“救われる患者さんが実際に存在します”とい

う，登録の必要性を訴える事もこの登録者数に繋

がっていると考える。 

自宅でも手軽に登録して頂けるよう，バーコー

ドリーダーを記載したチラシを配布しているの

も，当ルームの特徴である（写真２）。また，スマ

ートフォン利用者の増加に伴い，スマートフォン

専用の登録説明書も用意した。

○携帯メールクラブ登録の効果 

平成21年10月の有楽町ルームにおける初回ドナ

ー全299名のうち，登録者数が16名・未登録者数

が283名であった。 黒色の折れ線グラフで示され

た登録者の再来率は，翌月11月から18.8％を超

え，６カ月後も登録総数半数以上の56.3％が来所

している（図３）。これは，すべての月で再来率が

未登録者の２倍以上となっており，複数回献血ク

ラブ登録の有効性・即効性がわかる結果となって

いる。

図２　複数回献血クラブ 月別新規登録者数の推移
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写真２　有楽町ルーム 複数回献血クラブ登録推進用配布チラシ

図３　有楽町ルームにおける平成21年10月初回ドナー翌月以降の再来率
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当センター企画副部長・佐藤の発表「初年度の

年間献血回数が多いほど，翌年以降の献血継続率

が高い」というデータと絡めて考えても，初回ド

ナーの次回献血誘導は必須だと考える。上記デー

タは複数回献血クラブ登録推進前の結果である

が，初回ドナーは献血後の注意事項含め，職員の

話をじっくり聞いてもらいやすく，また携帯電話

が普及している若年層が多いため，とくに登録し

て頂きやすい傾向にある。

また，成分依頼応諾率に関しては，複数回献血

クラブのメールを介して依頼をかけた場合，費用

のかかるDMに比べ6.1％増（東京都内全体）となっ

ており，経費も抑えられ，やはり複数回献血クラ

ブ登録の効果・利点は多く見られる。

考　　察

以上の結果をまとめると，

○初回ドナーの約８割⇒30代以下

○初回献血の約９割⇒全血献血

○次回献血への意志があるドナーへの再来の動機

付け⇒複数回献血クラブ登録

○複数回献血クラブ登録の推進方法⇒サイトスタ

ンパーの導入，職員の熱意・努力

○複数回献血クラブ登録の効果⇒再来率・依頼応

諾率の向上，経費削減

となる。

平成22年12月末現在，今年度における東京都内

での複数回献血クラブ登録者数は，平成22年度末

までの登録目標数である７万人を遂に突破した。

固定施設・移動採血で今後も月間4,000名の登録

者を増やしていくと，平成23年７月末には，10万

人の登録突破も可能であろう。

今回の調査は，期間も短く今後も検証の余地が

あるが，複数回献血クラブは初回ドナーに２度目

の献血のきっかけを与えるためにはとても有効な

ものであり，またそのアプローチをしていくのが

我々の役目である。また，「携帯電話」という手軽

で身近なツールが，若年層向けの対策としてはま

すます効果を発揮していくと考えている。今後は

さらに全国規模で，複数回献血クラブ登録の推進

活動をしていく必要性があるのではないか。
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